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費
増
税
を
行
い
や
す
い
環
境

を
整
え
る
た
め
、
政
府
は
増

税
前
の
駆
け
込
み
需
要
と
直

後
の
反
動
減
を
和
ら
げ
る
対
策
に
つ
い

て
検
討
に
入
っ
た
。
報
道
に
よ
る
と
、

消
費
増
税
が
行
わ
れ
る
２
０
１
９
年
10

月
以
降
、
住
宅
や
自
動
車
の
購
入
者
に

減
税
を
実
施
す
る
こ
と
や
、
事
業
者
が

増
税
後
、
一
斉
に
値
上
げ
し
な
い
よ
う

に
、
価
格
転
嫁
を
柔
軟
に
す
る
こ
と
な

ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
制
度
の
詳
細
は
18
年
末
ま
で
に
決
め

ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
増
税
後
の
需

要
喚
起
策
の
必
要
性
は
疑
問
だ
。

　

確
か
に
、
消
費
税
増
収
分
の
半
分

（
税
率
１
％
分
）
は
社
会
保
障
の
充
実

で
は
な
く
、
不
足
す
る
社
会
保
障
財
源

の
穴
埋
め
に
充
て
ら
れ
る
た
め
景
気
が

悪
化
す
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
駆
け
込
み

需
要
と
は
将
来
の
需
要
の
前
倒
し
分
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
後
の
反
動
減
は
時
間

が
た
て
ば
解
消
さ
れ
る
も
の
だ
。
財
政

再
建
が
遅
れ
る
中
、
一
部
の
商
品
の
購

入
を
財
政
出
動
で
遅
ら
せ
る
こ
と
は
ワ

イ
ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
え
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　
社
会
保
障
給
付
の
財
源
と
し
て
家
計

に
負
担
を
求
め
る
と
い
う
点
で
は
、
毎

年
増
加
す
る
社
会
保
険
料
に
も
目
を
向

け
る
べ
き
だ
。
消
費
税
率
が
８
％
へ
引

き
上
げ
ら
れ
る
直
前
の
13
年
度
に
比
べ

る
と
、
16
年
度
の
家
計
の
保
険
料
負
担

は
３
・
39
兆
円
増
加
し
た
。
消
費
税
収

は
税
率
１
％
当
た
り
２
・
74
兆
円
で
あ

る
た
め
、
消
費
税
率
に
換
算
す
る
と
１

・
２
％
の
引
き
上
げ
に
相
当
す
る
。
つ

ま
り
、
家
計
は
19
年
10
月
に
予
定
さ
れ

る
増
税
時
の
負
担
額
を
大
幅
に
上
回
る

保
険
料
を
、
す
で
に
負
担
し
て
き
た
こ

と
に
な
る
。

　
給
与
所
得
者
の
保
険
料
は
源
泉
徴
収

さ
れ
る
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す

る
際
に
目
に
す
る
消
費
税
に
比
べ
る
と
、

保
険
料
の
負
担
感
は
多
く
の
人
に
と
っ

て
小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
生

活
水
準
を
測
る
上
で
重
要
な
の
は
負
担

感
で
は
な
く
購
買
力
で
あ
る
。
例
え
ば
、

値
上
げ
で
生
計
費
が
１
０
０
０
円
上
が

る
場
合
も
手
取
り
収
入
が
１
０
０
０
円

減
る
場
合
も
、
暮
ら
し
に
影
響
が
出
る

の
は
同
じ
だ
。

　
社
会
保
障
給
付
の
抑
制
は
、
家
計
だ

け
で
は
な
く
、
従
業
員
の
保
険
料
を
折

半
す
る
企
業
の
可
処
分
所
得
も
押
し
上

げ
る
。
経
済
成
長
と
財
政
再
建
の
二
兎

を
追
う
安
倍
政
権
が
取
り
組
む
べ
き
は
、

消
費
税
増
税
後
の
需
要
喚
起
策
で
は
な

く
、
社
会
保
障
改
革
の
深
掘
り
だ
。
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内閣府「国民経済計算年次推計」を基に試算

2013～16年度で増加した家計の
社会保険料を消費税に換算した場合の税率

1.2%

消


